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磐田に残る
　明治の記憶

今年は、明治元年（1868 年）から起算して満 150 年。
明治以降、日本はさまざまな分野で近代化への取り組みを進め、
近代国家としての礎を築きました。
この近代化の波は、やがて私たちの住む地域にもやってきます。
このシリーズでは、明治期の磐田市の様子をご紹介します。
シリーズ最終回は、「茶業の発展」と郵便制度の父「前島 密

ひそか

」です。

明治 150 年③・完シリーズ

大
藤
地
区
を
中
心
に
広
が
る
磐
田
原
台

地
は
、
近
世
ま
で
山
林
が
多
く
、
開

け
た
場
所
の
多
く
が
草
刈
り
場
と
し
て
利

用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

安
政
6
年
（
1
8
5
9
年
）、
横
浜
が
開

港
し
て
欧
米
と
の
貿
易
が
始
ま
る
と
、
日

本
茶
は
輸
出
品
の
花
形
と
し
て
需
要
が
高

ま
り
、
県
内
の
茶
業
は
急
速
に
発
達
し
て

い
き
ま
し
た
。

　

明
治
時
代
初
期
に
、
旧
幕
臣
た
ち
の
手
に

よ
っ
て
磐
田
原
台
地
で
茶
園
の
開
墾
が
始

ま
る
と
、
シ
リ
ー
ズ
①
（
広
報
い
わ
た
5
月

号
）
で
紹
介
し
た
赤
松
則の

り

良よ
し

ら
は
、
約
20

㌶
を
開
墾
し
て
茶
園
を
開
き
ま
し
た
。

輸出品の花形

茶業の発展

▲ ◀ 明 治 時 代
初期から大正時
代にかけての茶
摘みの様子［写
真①］と現在の
磐田原台地の茶
園［写真②］

　

旧
幕
臣
が
開
墾
し
た
土
地
が
そ
の
ま
ま

所
有
地
と
し
て
認
め
ら
れ
た
こ
と
、
当
時
、

お
茶
が
高
値
で
取
り
引
き
さ
れ
て
い
た
こ

と
、
平
坦
な
地
形
で
多
く
の
日
照
が
あ
り
、

温
暖
な
気
候
の
磐
田
原
台
地
が
お
茶
の
生

産
に
適
し
た
土
地
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が

開
墾
が
進
ん
だ
理
由
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
地
で
生
産
さ
れ
た
お
茶
は
、
現
在
で

も
多
く
の
人
に
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。

②

①
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大藤地区★

磐田市

出典：磐田の記録写真集 第二集 磐田の産業
　　　（平成 15 年 3 月 磐田市教育委員会発行）

（
参
考
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磐
田
の
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録
写
真
集 

第
二
集 

磐
田
の
産
業

　
　

平
成
15
年
3
月 

磐
田
市
教
育
委
員
会
発
行
）
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Topic

前
島
密
は
、
越え

ち

後ご

国
（
現
在
の
新
潟
県
）

に
生
ま
れ
、
明
治
2
年
（
1
8
6
9

年
）
年
1
月
に
中
泉
奉
行
と
し
て
磐
田
に

や
っ
て
き
ま
し
た
。
旧
中
泉
代
官
所
（
中

泉
陣
屋
）
で
一
般
住
民
や
移
住
し
た
士
族

の
た
め
に
行
政
を
行
っ
た
ほ
か
、
明
治
元

年
に
起
こ
っ
た
水
害
で
被
害
を
受
け
た

人
々
を
救
う
た
め
、
近
隣
の
寺
院
の
協
力

を
得
て
「
中
泉
救

き
ゅ
う

院い
ん

」
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
明
治
政
府
に
出
仕
す
る
と
、

明
治
3
年
（
1
8
7
0
年
）
か
ら
11
年
間

も
の
間
、
郵
政
の
長
と
し
て
日
本
の
近
代

的
郵
便
制
度
の
基
礎
を
築
き
ま
し
た
。

　

現
在
の
1
円
切
手
に
は
、
日
本
の
近
代

郵
便
制
度
の
父
と
し
て
、
前
島
密
の
肖
像

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

明
治
13
年
（
1
8
8
0
年
）
に
は
、
船

乗
り
の
素
質
の
向
上
と
そ
の
保
護
救
済
な

ど
を
目
的
と
す
る
「
日
本
海
員
掖え

き

済さ
い

会か
い

」

を
発
足
さ
せ
、
そ
の
発
展
に
尽
力
し
ま
し

た
。
同
会
の
会
長
を
赤
松
則
良
が
務
め
て

お
り
、
磐
田
ゆ
か
り
の
2
人
に
は
親
交
が

あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

郵便制度の父

前島 密
ひそか

シ
リ
ー
ズ　

明
治
１
５
０
年
③
・
完　

磐
田
に
残
る
明
治
の
記
憶

（
参
考
：
い
わ
た
文
化
財
だ
よ
り
）

▲▶前島密胸像と当時を再現したポス
ト（JR 磐田駅南口ロータリー）［写真
①］、子どもたちにも親しまれている郵
便制度（御厨郵便局）［写真②］、前島
密の肖像が描かれた 1 円切手［写真③］

①
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N

JR磐田駅
★
前
島
密
胸
像

日
本
の
近
代
化
が
急
速
に
進
ん
だ
明
治

時
代
。
明
治
元
年
か
ら
1
5
0
年

が
経
ち
、
時
間
の
経
過
と
共
に
薄
れ
ゆ
く

明
治
の
記
憶
。
現
在
の
私
た
ち
の
暮
ら
し

の
中
に
変
わ
ら
ず
残
っ
て
い
る
も
の
、
姿

を
消
し
て
し
ま
っ
た
も
の
、
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

広
報
い
わ
た
5
月
号
か
ら
全
3
回
に

渡
っ
て
お
送
り
し
た
「
シ
リ
ー
ズ
明
治

1
5
0
年
」。
市
内
に
は
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ

で
紹
介
し
た
も
の
以
外
に
も
、
さ
ま
ざ
ま

な
“
も
の
”
や
“
こ
と
”
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
「
平
成
」
の
時
代
も
残
す
と
こ
ろ
後
数
カ

月
と
な
り
ま
し
た
。
来
た
る
べ
き
新
時
代

に
思
い
を
馳
せ
つ
つ
、
過
去
の
記
憶
に
目

を
向
け
て
み
る
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

②

　

慶
応
4
年
（
1
8
6
8
年
）
の
鳥
羽
・
伏

見
の
戦
い
で
勝
利
し
、
徳
川
氏
追
討
の
た
め

江
戸
に
向
か
っ
た
官
軍
に
協
力
す
る
た
め
に

結
成
さ
れ
た
の
が
遠
州
報ほ

う

国こ
く

隊
で
す
。
官
軍

と
と
も
に
江
戸
へ
向
か
っ
た
遠
州
報
国
隊
は
、

江
戸
城
周
辺
の
警
衛
な
ど
を
勤
め
ま
し
た
。

　

弘
化
3
年
（
1
8
4
6
年
）、
淡お

う

海み

国く
に

玉た
ま

神
社
（
見
付
）
の
神
官
の
子
と
し
て
生
ま
れ

た
大
久
保
春
野
は
、
遠
州
報
国
隊
の
中
心
と

し
て
明
治
維
新

に
関
わ
り
、
後

に
陸
軍
大
将
と

な
っ
て
い
ま
す
。

大
久
保
春
野
宛
の
書
簡
を
公
開

　

こ
の
ほ
ど
市
に
寄
贈
さ
れ
た
、
兵
学
者
の

大
村
益ま

す

次じ

郎ろ
う

の
門
下
生
や
明
治
政
府
関
係
者

か
ら
堀
江
提て

い

一い
ち

郎ろ
う

（
大
久
保
春
野
が
改
名
）

に
宛
て
ら
れ
た
書
簡
を
公
開
し
ま
す
。

▼
と
き

　

11
月
19
日
㈪
～
26
日
㈪　

午
前
9
時
～
午

後
4
時
30
分
（
土
・

日
曜
、
祝
日
休
館
）

▼
と
こ
ろ

　

歴
史
文
書
館

2
階
展
示
室

▼
入
場
料

　

無
料 遠

州
地
方
に
維
新
の
風
を

大
久
保 

春は
る

野の
▼公開する書簡の一部

▲明治末期～大正初
期の大久保春野

③

ご利用ください、レファレンス
　「こんなことを調べたい」「こんな資料を
探している」、そんな時はぜひレファレンス
カウンターをご利用ください。

▶中央図書館（見付 3599-5 ☎ 32-5254 　ＦＡＸ 32-5154）
　開館：火曜～金曜　午前 9 時～午後 7 時
　　　　（土・日曜・祝日は午後 5 時まで）
▶歴史文書館（岡 729-1 ☎ 66-9112 　ＦＡＸ 66-9722）
　開館：月曜～金曜　午前 9 時～午後 5 時
　　　　（入館は午後 4 時 30 分まで）
※歴史文書館は、歴史的資料のみ取り扱い
※デジタル化資料の検索・閲覧は「電子図書館」が便利

です。電子図書館は、「磐田市立図書館」ホームページ
からご覧ください ラグビーワールドカップ　チケット 検索磐田市立図書館
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